
広報くりはら　令和８年３月１日　　２８今月の表紙：市内で民話伝承を続ける人たち

　「華やかな衣装やメイクで、いつもと
は違う自分に変身できるのがダンスの魅
力」と話す、谷仲さん。栗原市と登米市
を中心に活動するフラダンスタヒチアン
ダンスチームL　KAHIのメンバーです。
　谷仲さんは、３年前、自身の転勤を機
に北海道から栗原へと引っ越してきまし
た。北海道で暮らしていた時に習い始め
たダンスを続けたいという思いから、１
年ほど前に現在のチームに加入。これま
で、市内外のさまざまなイベントに参加
しています。
　仕事と子育ての両立をしながらの練習
や衣装作りは、大変なことも多いと話す
谷仲さん。それでも、共に活動するメン
バーと協力しながら乗り越え、観客から
歓声や応援の言葉をもらえた時は、ダン
スをやっていて良かったと、心の底から
喜びが湧いてくると言います。
　「これからも練習を重ね、ダンスを通
じてたくさんの人に楽しさを届けたい」
と今後の目標を笑顔で語る、谷仲さん。
また、親子で活動するメンバーもいるた
め、いつか自分も娘と一緒に踊りたい、
と思いを膨らませています。

　「華やかな衣装やメイクで、いつもと
は違う自分に変身できるのがダンスの魅
力」と話す、谷仲さん。栗原市と登米市
を中心に活動するフラダンスタヒチアン
ダンスチームL　KAHIのメンバーです。
　谷仲さんは、３年前、自身の転勤を機
に北海道から栗原へと引っ越してきまし
た。北海道で暮らしていた時に習い始め
たダンスを続けたいという思いから、１
年ほど前に現在のチームに加入。これま
で、市内外のさまざまなイベントに参加
しています。
　仕事と子育ての両立をしながらの練習
や衣装作りは、大変なことも多いと話す
谷仲さん。それでも、共に活動するメン
バーと協力しながら乗り越え、観客から
歓声や応援の言葉をもらえた時は、ダン
スをやっていて良かったと、心の底から
喜びが湧いてくると言います。
　「これからも練習を重ね、ダンスを通
じてたくさんの人に楽しさを届けたい」
と今後の目標を笑顔で語る、谷仲さん。
また、親子で活動するメンバーもいるた
め、いつか自分も娘と一緒に踊りたい、
と思いを膨らませています。

ダンスで楽しさを届けたい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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市
内
で
民
話
の
伝
承
を
続
け
る

く
り
こ
ま
の
昔
ば
な
し
を
語
る
会

の
髙
橋
会
長
に
、
活
動
の
現
状
を

伺
い
ま
し
た
。

活
動
の
現
状

く
り
こ
ま
の
昔
ば
な
し
を
語
る

会
は
、
今
か
ら
21
年
前
に
誕
生
し

ま
し
た
。
発
足
当
初
は
、
８
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
高
齢
化

が
進
み
、
現
在
で
は
、
80
代
か
ら

90
代
の
４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
属
す
る
栗
原
市
栗
駒

史
談
会
の
協
力
に
よ
り
、
活
動
拠

点
の
栗
駒
み
ち
の
く
伝
創
館
を
会

場
に「
く
り
こ
ま
の
昔
ば
な
し
を

語
る
会
」を
開
催
し
、毎
年
、民
話

の
伝
承
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
依
頼
が
あ
れ
ば
年
間
で
３
回

程
度
会
場
へ
赴
い
て
民
話
を
語
る

こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
ま
で
、
若
柳
地
区

 しま ず のぶ こ

島津　信子 さん

みやぎ民話の会  代表

民話。それは昔、私たちの暮らしの中にある、子どもたちの貴
重な楽しみでした。

しかし、現在、家庭などで民話が語られることは、ほとんどな
くなりました。それでも、市内には、伝承されてきた民話とその
価値を残そうと、今日もひた向きに民話と向き合う人たちがいま
す。今月は、民話の伝承に取り組む人たちを紹介します。

民
話
の
語
り
手
や
そ
の
団
体
と

ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り
、
民
話
を

伝
え
続
け
る
、
み
や
ぎ
民
話
の
会

の
島
津
代
表
に
、
県
内
の
民
話
の

伝
承
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

本
格
的
な
民
話
が
残
る
栗
原

み
や
ぎ
民
話
の
会
は
、
県
内
各

地
を
訪
ね
歩
き
、
民
話
の
語
り
手

か
ら
聞
い
た
民
話
や
唄
を
本
や
音

声
デ
ー
タ
に
ま
と
め
る
活
動
を
50

年
以
上
に
渡
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

栗
原
市
な
ど
、
県
北
部
で
は
、

語
り
の
最
後
に「
え
ん
つ
こ 

も
ん

つ
こ 

さ
げ
だ
」な
ど
、
結
び
の
句

が
入
る
形
式
が
あ
る
な
ど
、
体
系

化
さ
れ
、
本
格
的
な
民
話
が
語
り

継
が
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
こ
れ

は
、
冬
が
長
く
、
家
の
中
に
い
る

時
間
が
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
民
話
が
語
ら
れ
て
き
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
細
る
民
話
の
伝
承

こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
、
県
内

の
民
話
を
伝
承
す
る
語
り
手
や
そ

の
団
体
と
つ
な
が
り
を
保
っ
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
郵
送

で
県
内
各
地
の
語
り
手
や
団
体
に

イ
ベ
ン
ト
案
内
を
送
る
と
、
戻
っ

て
き
た
り
、
高
齢
に
よ
り
車
を
手

放
し
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
な
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
語
り
手
が

高
齢
化
な
ど
で
民
話
の
伝
承
活
動

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

以
前
は
、
民
話
を
聞
く
こ
と
や

語
る
こ
と
が
好
き
な
人
な
ど
、
民

話
に
興
味
を
持
つ
人
が
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
少
な
く
な
り
、
伝

承
活
動
に
も
若
い
人
が
入
っ
て
こ

な
い
状
況
で
す
。

や
一
迫
地
区
の
伝
承
団
体
と
共
に

年
に
一
度
、
合
同
で
民
話
を
語
る

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
内
で
は
、

民
話
を
伝
承
す
る
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
、
高
齢
化
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
活
動
の
停
滞
が
伝
承
活

動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
市
内
で

団
体
と
し
て
活
動
す
る
の
は
、
私

た
ち
が
唯
一
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
を
止
め
よ
う
か

以
前
、
広
報
紙
な
ど
で
会
員
募

集
を
し
ま
し
た
が
集
ま
ら
ず
、
実

は
先
日「
活
動
を
止
め
よ
う
か
」、

「
も
う
、年
だ
し
、コ
ロ
ナ
前
よ
り

も
依
頼
も
少
な
く
な
っ
た
し
」。

そ
の
よ
う
な
相
談
を
一
緒
に
活
動

す
る
３
人
に
し
ま
し
た
。「
で
も
、

せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
き
た
ん
だ
か

ら
、死
ぬ
ま
で
や
っ
ぺ
し
」、「
も
っ

と
勉
強
す
る
か
ら
」と
、メ
ン
バ
ー

た
ち
に
諭
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
含

め
て「
み
ん
な
民
話
が
好
き
」な
の

で
す
。

民
話
は
栗
原
の
財
産

民
話
に
は
、
必
ず「
落
ち
」が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
が
生
き
る

上
で
大
切
な
教
訓
に
な
っ
て
い
ま

す
。
悪
い
こ
と
を
す
る
と
ど
う
な

る
か
な
ど
、
民
話
を
聞
く
子
ど
も

た
ち
の
心
に
、
自
然
と
道
徳
心
が

養
わ
れ
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

さ
ら
に
、
民
話
は
、
そ
の
土
地

の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
地
名

の
い
わ
れ
な
ど
を
今
に
伝
え
ま
す
。

市
内
に
伝
わ
る
民
話
は
、昔
、栗
原

で
暮
ら
し
た
人
々
の
息
遣
い
で
あ

り
、
栗
原
の
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
財
産
を
残
し
た
く
て
も
、

伝
え
る
人
が
い
な
い
と
伝
わ
り
ま

せ
ん
。
栗
原
の
財
産
を
持
っ
て
、

あ
の
世
へ
行
く
に
は
も
っ
た
い
な

い
。
だ
か
ら
、
民
話
を
つ
な
い
で

く
れ
る
人
が
ほ
し
い
の
で
す
。

 たか はし けい こ

髙橋　敬子 さん
（栗駒田高田）

会長

くりこまの昔ばなしを語る会

①くりこまの昔ばなしを語る会。市内の地名が
登場する民話などを多数紹介する。

②くりこまの昔ばなしを語る会の４人が、わら
べ歌なども披露し、会場は懐かしい雰囲気に
包まれる。

③くりこまの昔ばなしを語る会の中で配られた
お菓子。民話だけでなく、昔の暮らしを味覚
でも体験できる工夫がされている。 ②

③

①

特 集 時代を越えて民話をつなぐ

特集
時代を越えて民話をつなぐ

民話は「栗原の財産」。それを伝え残したい
民話の伝承に危機感

Interview

Interview
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仲
間
た
ち
が
い
る
か
ら

子
ど
も
の
頃
、
母
か
ら
民
話
を

よ
く
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

民
話
が
好
き
で
、
語
る
こ
と
も
大

好
き
で
す
。
民
話
に
は
ま
っ
て
い

る
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

く
り
こ
ま
の
民
話
を
語
る
会
で

は
、
市
内
各
地
に
出
向
き
、
民
話

の
伝
承
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
は
、
県
外
に
も
出
向
き
、

民
話
を
語
っ
て
き
ま
し
た
。

近
所
の
人
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
こ
の
会
の
設
立
当
初

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
民
話

が
好
き
な
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
活

動
で
き
る
の
は
、
楽
し
い
で
す
。

い
つ
も
の
ず
う
ず
う
弁
で

民
話
を
届
け
る

子
ど
も
の
頃
、
父
か
ら
民
話
を

よ
く
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
時
の
優
し
い
思
い
出
と
共
に
民

話
が
私
の
心
の
中
に
あ
り
、
会
の

発
足
当
時
か
ら
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

民
話
は
、い
つ
も
の「
ず
う
ず
う

弁
」で
語
れ
ば
い
い
の
で
、肩
ひ
じ

張
ら
ず
に
語
れ
る
の
が
い
い
で
す
。

ま
た
、
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
民
話
を
覚
え
る
と
き
は
、

民
話
の
本
を
自
分
の
ず
う
ず
う
弁

に
訳
し
、
繰
り
返
し
書
き
な
が
ら

暗
記
し
て
い
ま
す
。

民
話
に
出
会
え
て
感
謝

戦
後
の
農
地
解
放
に
よ
り
、
私

の
家
は
、
所
有
す
る
農
地
の
多
く

を
失
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
、残
っ

た
少
な
い
農
地
で
家
族
が
日
々
の

生
計
を
た
て
て
い
く
、
貧
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
、
貧
し
さ
か
ら
絵
本
も
買

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

絵
本
が
な
い
分
、
私
は
２
歳
の
頃

か
ら
祖
母
や
母
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
民
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
民
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
家
族
や
、
貧
し
く
て
も
、

民
話
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

く
り
こ
ま
の
昔
ば
な
し
を
語
る

会
の
髙
橋
会
長
は
言
い
ま
す
。「
民

話
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
自
然

と
道
徳
心
を
育
む
」と
。
ま
た
、市

内
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
話
は
、

昔
、
栗
原
で
暮
ら
し
た
人
々
の
息

遣
い
を
伝
え
る「
栗
原
の
財
産
」で

あ
る
と
。

さ
ら
に
、
高
等
学
校
で
栗
原
の

民
話
を
探
究
テ
ー
マ
に
学
習
す
る

佐
々
木
さ
ん
を
取
材
す
る
と
、
民

話
が
持
つ
物
語
と
し
て
の
魅
力
は
、

今
日
も
決
し
て
失
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
以
前
の
よ
う

な
民
話
の
伝
承
活
動
は
、
語
り
手

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
く
り
こ
ま
の
昔
ば

な
し
を
語
る
会
の
彼
女
た
ち
は
、

ど
ん
な
に
状
況
が
厳
し
く
て
も
、

伝
承
を
諦
め
ず
、ま
ず
は「
民
話
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
」と
、今
日
も
民
話
の
練
習
を
続

け
、
伝
承
の
壁
を
乗
り
越
え
よ
う

と
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
は
、
民
話
の
伝
承
を
通

じ
て
、
私
た
ち
に
現
実
を
直
視
し
、

逆
境
に
立
ち
向
か
う
生
き
ざ
ま
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

彼
女
た
ち
の
ま
な
ざ
し
に
は
、

「
民
話
を
伝
え
、
残
し
た
い
」と
い

う
信
念
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
ま
な
ざ
し
の
先
に
栗
原

の
民
話
の
明
日
が
見
え
て
い
ま
す
。

時
代
の
壁
を
越
え
、
民
話
を
つ

な
ぐ
彼
女
た
ち
の
挑
戦
は
、
今
日

も
続
く
。

民
話
を
生
き
生
き
と
語
る「
く
り
こ
ま
の
昔
ば
な
し
を
語
る
会
」の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

彼
女
た
ち
か
ら
は「
民
話
が
好
き
」と
い
う
強
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

民
話
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

 

お
お 

ば 

こ

大
場 

と
み
子 

さ
ん

（
栗
駒
大
鳥
中
）

 

い 

と
う 

こ

伊
藤 

た
つ
子 

さ
ん

（
栗
駒
東
方
区
）

 

き
く 

ち 

か
つ 

こ

菊
池 

勝
子 

さ
ん

（
金
成
沢
辺
下
）

民話に魅せられて
日本史を勉強する中で、古い時代に生きた

人たちの考えや思いを知りたいと思い「栗原
の民話」を探究テーマにしました。

市内の民話は、自然やキツネなどの生き物、
水害、戦など、その昔、栗原に暮らした人たち
の生活に関係する内容が多く含まれています。

例えば、調べた民話では、武将が蛇を退治
する話があります。民話は、蛇を水に関係す
るものとして描くことがあります。何度も水
害に苦しんだ地域だからこそ、水害を治めた
いという気持ちや、水害を警戒すべきものと
して伝承してきたのではないかと思います。

民話は、フィクションと現実が交差した物
語展開が魅力的です。まだ出会っていない民
話があると思うと、とてもワクワクします。

高校生活を通して学びを深める地域探究プ
ログラムのテーマとして「栗原の民話」を学習
する高校生に、民話の魅力を伺いました。

Interview

 さ さ き

佐々木 あいら さん（金成下片馬合）

岩ヶ崎高等学校  ２年

●くりこまの昔ばなしを語る会
□日時　３月８日（日）　午後１時３０分
□場所　栗駒みちのく伝創館
□内容　市内で伝承されている民話などの講演
□入場料　無料

●くりこまの昔ばなしを語る会　会員募集
□練習日　毎月２回程度
□場所　栗駒みちのく伝創館

【共通事項】　 くりこまの昔ばなしを語る会　髙橋　☎（４５）３２２０

●民話の視聴ができます
昨年１２月に開催の第５２回くり

こま文化祭で発表された、くりこま
の昔ばなしを語る会の講演を視聴で
きます。

企画部市政情報課
☎（２２）１１２６

●ふるさと劇場 ～民話とわらべ歌～
□日時　３月２１日（土）　午後１時３０分　※午後１時開場
□場所　若柳ドリーム・パル
□内容　第１部　民話と若柳の伝承「醍醐・子々麻物語」

第２部　遠野少年少女合唱隊によるわらべ歌の合唱
□入場料　一般（高校生以上）５００円、小・中学生以下　無料
※小・中学生以下で入場無料を希望する場合、若柳ドリーム・パルへ直接申し

込みください。

若柳ドリーム・パル　☎（３２）６６００

市公式
YouTube

栗原市内の
イベントなど

特 集 時代を越えて民話をつなぐ

民
話
が
好
き
。
そ
の
思
い
と
共
に
あ
る
も
の

Event  Information
民話の世界が待っている

民話イベント開催

時
代
を
越
え
て

民
話
を
つ
な
ぐ
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Ｉ♡ＴＡＩＷＡＮ
　海外研修に参加し、台湾の文化や生活の違いに触れ、多くの学びや発
見を得ることができました。台湾の中学生との交流では、国は違って
も、同じ中学生として共通する部分が多く、親しみを感じました。日本
の文化や学校生活について伝えると、台湾の中学生は次々と質問をして
くれて、その姿から、互いの文化を理解し、尊重することの大切さを学
びました。
　また、交流の中で体験したドラゴンダンスは、動きをそろえることが
難しかったですが、みんなで声をかけ合いながら練習を重ね、演技をや
り切ったときには、大きな達成感を味わうことができました。
　今回の海外研修を通して、互いの国の言葉が通じなくても、英語や
ジェスチャー、そして一緒に生活することで、お互いの気持ちを分かり
合えるのだと実感しました。この研修で広がった視野と貴重な経験を、
自分の成長に生かしていきたいです。

日 ） 日 ）　令和７年１２月２１日（日）から２５日（木）まで、市の姉妹都市の台湾南投市でくりはら親
善大使派遣事業海外研修を実施しました。
　市内に居住する中学２年生と義務教育学校８年生２０人が、海外の生活や文化に触れ、現
地中学生との交流を通じて、日本とは異なる文化を理解することの重要性を知る貴重な体験
をしてきました。団員の体験談を紹介します。

佐藤 千愛 さん（高清水１０区）
さ  とう     ち    な

将来、役立つ力
　台湾に出発する前、市の代表として充実した研修を送ることができる
か不安でした。しかし今では、その考えは間違っていたと思っていま
す。それには、私が最も印象に残った台湾での体験が関係しています。
　それは、学校の制度の違いで、まず驚いたのは日本と授業の進み具合
が違うことです。日本で中学３年生で学習する内容を、台湾では中学２
年生で学習していました。その他にも髪を染めている生徒がいたり、授
業中に会話をしていても先生は注意をしませんでした。最初は驚きまし
たが、個性を尊重し、さまざまな文化の違いや考え方も理解することが
できました。
　この経験は、台湾や海外に行く時だけではなく、私が将来社会人と
なった時にも役立つと思います。今回の台湾研修で身につけた力を使
い、これからの自分の将来に生かしていきます。

青砥 颯希 さん（若柳かけ）
あお  と     そう   き

海外研修を通して学んだこと
　台湾を訪れるのは、今回で２回目でした。以前は家族旅行でしたが、
今回の海外研修では家族旅行とは違う新しい気付きがありました。
　最も印象に残っているのは、台湾の中学生との交流活動です。初め
は、バディの子にどのように自分の意思を伝えれば良いかわからず、不
安でした。しかし、バディの子が笑顔で積極的に話しかけてくれて、緊
張が解けました。言葉が通じなくても、相手が一生懸命関わろうとして
くれる気持ちが伝わってきて、私も「自分の思いを伝えたい、仲良くし
たい」と思うようになり、コミュニケーションは言葉だけでなく、気持
ちが大切だということを実感しました。
　この海外研修を通じて、コミュニケーションの取り方について考える
ようになり、相手に伝えたいと思う気持ちが大切だと気づきました。こ
の経験を生かし、学校生活やさまざまな人との関わりを大切にしていき
たいです。伊藤 百花 さん（志波姫北）

い   とう    もも   か

たくさんの人との出会い、そして交流
　この海外研修で印象に残っていることは、現地の中学生との学校交流
です。初めはうまくなじめるか不安でした。営北國民中学校へ行き、台
湾の中学生、そしてバディとの出会いがありました。緊張しながらも教
室まで案内してもらい、一緒に授業を受けました。初日の最後には中国
文化圏の伝統的な踊りである「ドラゴンダンス」を体験させてもらい、貴
重な経験となりました。
　２日目の授業の体育では、バスケットボールを通じてたくさんの人と
交流し、仲を深めました。最初はどうしたら仲良くなれるか悩む時もあ
りましたが、英語でのコミュニケーションやスポーツを通じてバディと
の仲はとても深まったと思います。
　２日間という短い時間の交流でしたが、たくさんの人と交流ができた
と思います。バディや営北國民中学校の皆さんのおかげで充実した学校
交流となりました。久瀬 琥太朗 さん（一迫本町）

く    せ       こ    た   ろう

くりはら親善大使派遣事業海外研修

①故宮博物院での集合写真
②学校交流をした営北國民中学校の生徒たちと記念撮影
③伝統的な踊り「ドラゴンダンス」を体験
④霊廟「忠烈祠」で衛兵交代式を見学
⑤営北國民中学校での体験授業
⑥「９．２１地震教育園区」での防災学習

①

②④

⑥

⑤ ③

あい らぶ      た        い         わ        ん
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　１月５日（月）、株式会社宝島社が出版した田舎
暮らしの本２月号「２０２６年版第１４回住みた
い田舎ベストランキング」において、栗原市が「人
口５万人以上１０万人未満の市」のシニア部門第
１位に選ばれました。
　今回の選出は、市の交通体系の利便性の高さ
や、幅広い年代の要望に応じた支援策などが評価
されたことによるものです。
　市では今後も、全ての世代が笑顔になれるまち
づくりを推進していきます。

　１月３１日（土）、志波姫公民館で「豊田合成東
日本（株）ウルフドッグス名古屋バレーボール教
室」を開催しました。
　バレーボールの国内トップリーグに参戦するウ
ルフドッグス名古屋のスタッフで、元選手の佐藤
和哉さん（高清水地区出身）と椿山竜介さんを講師
に、市内の小・中学生約８０人が２時間にわたっ
て技術指導を受けました。参加した若柳中学校バ
レーボール部の主将は「教えられたことを日々の
練習や大会で生かしたい」と、話していました。

　２月７日（土）、若柳ドリーム・パルで「権利擁
護講演会」を開催しました。
 この講演会は、人生を自分らしく生きるために
大切な「終活」の１つとして、成年後見人制度につ
いて市民に知ってもらうことを目的としたもので
す。第１部では、終活の不安や悩み、制度などを
実例を交えて解説。第２部では、自身の情報や思
いを書き残す「エンディングノート」の書き方講座
を行い、参加した２００人は、将来に備えること
の大切さを学びました。

　１月２３日（金）、県栗原合同庁舎で「商店街×
まちづくりネットワークミーティングin栗原」が
開催されました。
　この交流会は県が主催したもので、商店街活性
化やまちづくりに関わる人のつながりづくりを目
的に、市内では初めて開催されました。当日は、
大崎市を拠点にするデザイン会社の代表による講
話の他、事例発表、交流会が行われ、市内外から
集まった２９人の参加者は、自身の活動に生かそ
うと積極的に質問をしていました。

　１月２６日（月）と２７日（火）、台湾の嘉義市に
ある輔仁高級中学の生徒３３人が、市内を訪問し
ました。この訪問は、昨年６月に台湾で開催され
た「訪日教育旅行商談会」に市が参加したことを
きっかけに実現したものです。
　２６日（月）には、一迫商業高等学校を訪問し、
弓道体験やニュースポーツなどで交流を深めた他、
ホームステイをして栗原の魅力を満喫しました。
　この他、１月には南投県の教育長や、台北市と
台南市の旅行会社も栗原を訪れました。

　１月２５日（日）、瀬峰テアリホールで「瀬峰
ガールズコレクション」が開催されました。
　今回、初めて開催されたこのイベントは、年齢
や性別を問わず好きな服装でランウェイを歩くこ
とができ、観客の審査で入賞者が決まります。
　当日は、着ぐるみやドレスなど、個性豊かな衣
装に身を包んだ１９人の参加者が、ウォーキング
やユニークなパフォーマンスを披露しました。
　また、プロのモデルによるウォーキングも披露
され、観客から大きな拍手が送られました。

　先輩や地域の皆さん
からのご指導、そして
家族の協力があってこ
その受章と、感謝申し
上げます。
　今後も皆さんのため
に尽くしてまいります。

瑞宝双光章
（郵政事業功労）

　この度の受章は、先
輩、同僚からの指導の
他、子どもたちや保護
者のご支援のたまもの
と、深く感謝申し上げ
ます。今後も、微力を
尽くしてまいります。

瑞宝双光章
（教育功労）

ち    だ     しげ   お
元金成町立萩野小学校長

千田 茂男 さん
（金成末野）

　大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆
け抜け、思いを紡いで
１世紀。
　１００歳の誕生日を
迎えた２人を紹介します。

　登米市迫町で生まれ、
結婚を機に瀬峰地区へ移
住し、長年農業に励みな
がら子どもを育てあげま
した。
　現在も、日課の散歩を
欠かさず、健やかに過ご
しています。

蜂屋 操子 さん
（瀬峰宮小路原）

はち   や     みさ   こ たか はし  のぼる

髙橋 曻 さん
（高清水７区）

　夫婦で稲作やタバコの
栽培に汗を流し、４人の
子どもを育てあげました。
　また、農業協同組合の
代表理事の他、町議会議
員を務めました。
　現在は、穏やかな毎日
を過ごしています。

すが わら    あき   お
元特定郵便局長
　原 璋雄 さん

（金成沢辺下）

イン

                                                                                                                                                                さ   とう

かず   や                                                                                         つばきやまりょう すけ

シニア世代の住みたい田舎第１位国内トップクラブから技術指導

自分らしく生きていくために 地域活性化を目指して

栗原と台湾の交流

ランウェイ華やかに

長寿１００歳
おめでとう
ございます

　国や公共に対し功労があり、８８歳に達した
２人に勲章が授与されました。

高齢者叙勲



１１　　広報くりはら　令和８年３月１日 広報くりはら　令和８年３月１日　　１０

まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　１月３１日（土）、サンクチュアリセンターつきだ
て館で「みんなでつくる こんちゅうずかん」が開催
されました。この催しは、生き物への関心と創造力
を養ってもらおうと小学生を対象に開催されたもの
で、当日は、小学生８人が参加しました。
　子どもたちは、プロのクリエイターから、描き方
のアドバイスを受けると、さっそく思い思いに昆虫

を描き、会場は
子どもたちの楽
しそうな笑顔に
包まれました。
今後、描いた絵
は図鑑としてま
とめ、発行され
ます。

　２月１日（日）、イオンスーパーセンター栗原志波
姫店で「くりはら　おと♪の市」が開催されました。
　この催しは「音楽で小さな町おこしを」をコンセプ
トに初めて開催されたもので、市内外の音楽グルー
プ７団体が出演しました。
　演奏では、主にフォークソングが披露され、観客
たちは、曲に合わせて腕をゆっくりと振る様子や、

リズムに合わせ
て体を揺らす様
子が見られまし
た。「くりはら　
おと♪の市」は、
今後、毎月第１
日曜日に無料で
開催予定です。

　２月１日（日）、若柳ドリーム・パルで「みちのく
太鼓まつり～結～」が開催されました。
　この催しは、太鼓演奏で地域の活性化に取り組む
市内の太鼓演奏団体が初めて開催したもので、当日
は、市内外から８団体が出演し、力強く、素早いば
ちさばきと、迫力の演奏を披露しました。
　このうち、全ての出演団体が、ステージ上いっぱ

いに広がった協
演では、迫力の
太鼓の音色が会
場全体に響いて
観客を圧倒し、
会場からは、た
くさんの拍手が
送られました。

　２月７日（土）と８日（日）の２日間、国立花山青少
年自然の家で「第２１回花山雪っこまつり」が開催さ
れました。
　この催しは、雪を生かした地域の活性化と雪遊び
などの野外体験活動を通じて、子どもたちの成長を
後押ししようと開催されたものです。
　当日は、スノーチューブ滑りや雪の中から宝物を

探す雪中宝探し
など、さまざま
なイベントが行
われ、参加した
子どもたちは、
雪にまみれなが
ら雪遊びを満喫
していました。

　１月３１日（土）、栗駒みちのく伝創館で「親子ス
イーツ作り教室」が開催されました。
　この催しは、親子で一緒に果物を使ったスイーツ
を作り、食と健康に関心を高めてもらおうと開催し
たもので、当日は、１０人の親子が参加しました。
　教室では、講師からクレープの調理方法や果物の
飾り切り方法が紹介され、参加者は、果物が美しい

形に変化した様
子に驚いたり、
クレープが焦げ
ないように注意
しながら焼き、
親子で楽しいひ
と時を過ごして
いました。

　２月１０日（火）、東京都千代田で開催された「令
和７年度ふるさとづくり大賞表彰式」で、杉浦風
ノ介さん（栗駒六日町）が総務大臣賞に当たる「ふ
るさとづくり大賞」を受賞しました。
　これは、栗駒地区の六日町通り商店街に賑わい
を取り戻した功績が評価されたものです。
　受賞に当たり杉浦さんは「長年、商店街の人た
ちが続けている商いや暮らしの上に受賞がありま
す。六日町らしく合議を重ね、無理なくふるさと
づくりを続けたい」と受賞を喜んでいます。

　２月７日（土）、一迫地区真坂商店街で「第６１
回春を呼ぶ裸たるみこし」が開催されました。
　この祭りは、一迫青年会を中心に企画されたも
ので、今年１年の無事と、子孫繁栄や無病息災な
どを願いながら、酒だるを乗せたみこしを担いで
地区内を練り歩くものです。
　当日は、さらしや法被姿の男女約６０人が、力
水を受け、立ち上る湯気と共に「ワッショイ、ワッ
ショイ」と威勢のいい掛け声を上げ、すぐそこま
で来た春を力強く呼び込んでいました。

　３月２９日（日）から３１日（火）にかけて、千葉
県白子町のサニーコートで開催される「第２５回
全国小学生ソフトテニス大会」に、鶯沢小学校５
年の菅原あかりさん（鶯沢駒場上）、栗駒南小学校
５年の髙橋凜さん（栗駒桜田下）、栗駒小学校４年
西村望叶さん（栗駒下小路）、金成小中学校４年の
佐々木巴さん（金成南１）が出場します。
　４人は全国大会を前に「大会では、宮城県の代
表として１つでも多く勝ちたい」と、意気込んで
います。

　３月２０日（金）から２５日（水）にかけて、岡山
県倉敷スポーツ公園マスカットスタジアムなどで
開催される「第１７回全日本少年春季軟式野球大
会」に、金成小中学校８年の長澤広翔さん（若柳有
賀）と鈴木健ノ介さん（金成南２）が、大崎市の大
崎西部ベースボールクラブの選手として出場しま
す。出場を控え長澤さんは「チームを勝利に導け
るプレーを全力でしたい」と、鈴木さんは「一戦一
戦チーム一丸となり、全国大会優勝を目指しま
す」と語り、大会に向け意気込んでいます。

〔写真左から〕長澤さん、鈴木さん〔上段左から〕菅原さん、髙橋さん　〔下段左から〕西村さん、佐々木さん

                                                                                                                                                    すぎ  うら  かぜ

の    すけ

                                                                               なが  さわ  ひろ   と

すず    き    けん   の    すけ

                すが  わら

                        たか  はし  りん

にし  むら  のの   か

  さ     さ     き  ともえ

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

関心と創造力を伸ばす

音楽で栗原を元気に

迫力の演奏が会場を包む

雪っこまつりで雪遊びを満喫

親子で食と健康に関心高める

杉浦さんがふるさとづくり大賞 真坂商店街に一足早く春到来

小学生ソフトテニスの頂点へ 練習の成果を全国でも
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みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

こころの耳

厚生労働省
ポータルサイト

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

３月は自殺対策強化月間

心をいたわるセルフケア
１月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。 ３月は進学や就職、転勤など、

新生活に向けて生活が大きく変
わる時期です。こうした変化は
ストレスにもなり、気付かない
うちに心や体を緊張させます。
この緊張が大きく、長期間続
くと、心身の不調を起こすこと
があります。ストレスは、対処
をしながら付き合っていくこと
が大切です。

セルフケアで早めの対処
自分がストレスを受けている

ことに気付き、早めに対処する
「セルフケア」が大切です。セル
フケアには次のようなものがあ
り、自分なりの対処法が多いほ
ど、場面に応じたストレスを和
らげることができます。
□深呼吸やストレス、ヨガで緊
張をほぐす。
□気持ちをノートなどに書き出
して、状況を客観的に整理する。
□家族や友人と話をする。
□仕事と無関係の趣味を持つ。

一人で悩まず相談を
厚生労働省のポータルサイト

「こころの耳」では、ストレスセル
フチェックや、セルフケアを紹
介しています。皆さんの心の健
康づくりのヒントとして活用し
てください。
セルフケアを試してみても、
心身の不調が続く時は、専門医
や身近な相談窓
口に相談してく
ださい。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

―

―

―

―

―

夜間の救急対応
　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られたスタッ
フで対応するため、できるだけ、かかりつけ医などの医療機関を日中に受診してください。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問

3/1
（　）日

8
（　）日

15
（　）日

春分の日

20
（　）金

22
（　）日

29
（　）日

佐藤外科医院
［築館］☎（22）2661

つきだてこどもクリニック
［築館］☎（24）8753

ほそや小児科
［栗駒］☎（45）5660

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

石橋病院
［若柳］☎（32）2583

若柳消化器内科
［若柳］☎（32）2316

平田内科
［栗駒］☎（45）2126

平田内科（院内）
［栗駒］☎（45）2126

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881

高橋ハートクリニック
［瀬峰］☎（59）2005

萩野診療所
［金成］☎（44）2005

くろさわ整形外科
［一迫］☎（52）2627

一迫内科クリニック
［一迫］☎（52）2122

くりこまデンタルクリニック
［栗駒］☎（49）3447

東町調剤薬局
［築館］☎（21）0012

アイベル薬局 築館店
［築館］☎（24）8869

一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）2789

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

恵薬局
［若柳］☎（32）6375

サトウ調剤薬局
［若柳］☎（25）4530

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614

せみね調剤薬局
［瀬峰］☎（38）3178

ありかべ調剤薬局
［金成］☎（44）2586

サン調剤薬局
［一迫］☎（57）6888

一迫内科クリニック（院内）
［一迫］☎（52）2122

※了解を得た人のみ掲載しています。

（　　　）築　館
菊地 創瑛くん
 きく ち そう えい

（　　　）築　館
佐藤 維音ちゃん
 さ とう い と

（　　　）築　館
神成 咲花ちゃん
 かん なり もも か

（　　　）築　館
瀬下 弥くん
 せ しも あまね

（　　　）築　館
曽根 彪雅くん
 そ ね ひゅう が

（　　　）築　館
祐川 瑛心くん
 すけ かわ えい しん

（　　　）若　柳
菅原 佑晟くん
 すが わら ゆう せい

（　　　）若　柳
髙橋 あかりちゃん
 たか はし

（　　　）若　柳
千葉 柚依ちゃん
 ち ば ゆ い

（　　　）栗　駒
越後谷 光織ちゃん
 えち ご や 　  ひ か り

（　　　）高清水
佐藤 心紬ちゃん
 さ とう 　 み つ む

（　　　）高清水
望月 福光くん
 もち づき ふく みつ

（　　　）一　迫
狩野 寛旺くん
 かり の ひろ あき

（　　　）一　迫
長谷川 夏叶ちゃん
 は せ がわ か の

（　　　）一　迫
宮澤 志翠くん
 みや ざわ し すい

（　　　）一　迫
村山 晴菜ちゃん
 むらやま は な

（　　　）瀬　峰
大内 みのりちゃん
 おお うち

（　　　）瀬　峰
大場 虹美ちゃん
 おお ば なな み

（　　　）瀬　峰
曽根 真叶くん
 そ ね まな と

（　　　）鶯　沢
松田 愛斗くん
 まつ だ まな と

（　　　）志波姫
佐々木 澪永ちゃん
 さ さ き みお な

（　　　）志波姫
須藤 悠介くん
 す どう ゆう すけ
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イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

3 月
2026年

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30
花山小学校　　　　　 10：15～10：45

若柳総合支所 　14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

1 日（日）

2 日（月）

3 日（火）

4 日（水）

5 日（木）

6 日（金）

7 日（土）

8 日（日）

9 日（月）

10 日（火）

11 日（水）

12 日（木）

13 日（金）

14 日（土）

15 日（日）

16 日（月）

17 日（火）

18 日（水）

19 日（木）

20 日（金）

21 日（土）

22 日（日）

23 日（月）

24 日（火）

25 日（水）

26 日（木）

27 日（金）

28 日（土）

29 日（日）

30 日（月）

31 日（火）

春分の日

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046 オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ

（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕
ア レ ー ズ

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

オレンジカフェ「こっから」 10：00～12：00 オレンジカフェ「こっから」
（24）8512和だんす〔鶯沢〕オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン

〔志波姫〕
オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669

定期救命講習 9：00～12：00
申し込み：10日まで 消防庁舎 消防本部警防課

（22）8510

白鳥省吾記念館企画展
「白鳥省吾と反戦詩」 9：00～16：30 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり  せい　ご

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429オレンジカフェ すまいる〔瀬峰〕

第９回くりでん絵画展 9：00～20：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら田園鉄道公園
（24）7961

第26回くりこま商家のひな祭り 10：00～15：30
３日まで 栗駒みちのく風土館他 くりこま商家のひな祭り

実行委員会 （45）2191

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

第２7回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
8月30日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967

地域おこし協力隊活動報告会 9：30～12：00 市民活動支援センター 市民協働課
（22）1164

ふるさと劇場～民話とわらべ歌～ 13：30～ 若柳ドリーム・パル 若柳ドリーム・パル
（32）6600

映画「ぼくが生きてる、ふたつの世界」上映会 13：30～ 栗原文化会館 社会福祉課
（22）1340

第19回栗原市写真展 10：00～13：00 栗原文化会館 栗原文化会館
（23）1234

※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

花山小

鶯沢総

築館

築館

築館

築館・若柳・栗駒

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：0011日（水）、 25日（水）

11：00～12：007日（土）、 21日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

11：00～12：0018日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
19：00～20：00毎週水曜日

10：30～11：307日（土）、 21日（土）、
28日（土）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45かんたん筋トレストレッチ教室 毎週金曜日栗駒総合体育館

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

栗原市メンタルヘルス相談 6日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 13日（金）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 9日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 12日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 10日（火）、 24日（火）
高清水総合支所 19日（木）

各保健推進室9：30～11：30すくすく育児相談 13日（金）築館保健センター
各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 27日（金） 19日（木）市役所

23日（月） こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 24日（火）栗原中央病院

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 11日（水）、 28日（土）

こす もす

骨髄バンク登録相談、HIV・クラミジア・
梅毒抗体検査、肝炎ウイルス検査

3日（火）
17日（火）

大崎保健所栗原支所
（22）21179：30～11：30大崎保健所栗原支所 10日（火）、 24日（火）

栗原市精神障がい者
家族連合会 （45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 14日（土）市民活動支援センター

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） 6日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 11日（水）

瀬峰総・高清水総

花山小

瀬峰総・高清水総

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

鶯沢小・鶯沢総

若柳・イオン・志波姫小

若柳・イオン・志波姫小

市民公開講座 14：00～ 若柳ドリーム・パル 栗原市医師会
（22）2135

くりこまの昔ばなしを語る会 13：30～ 栗駒みちのく伝創館 くりこまの昔ばなしを語る会
（45）3220

築館地区コミュニティ推進協議会講演会 13：20～ 栗原文化会館 築館総合支所
（22）1111

民俗資料ワークショップ 13：30～16：30
申し込み：５日まで 市民活動支援センター 文化財保護課

（42）3515

石尊さまの火伏せ祭り 9：30～ 石尊神社境内〔若柳〕他 副総代長 堀越 
090（3369）4646

せき そん

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター　ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 瀬峰保健センター

第64回伊豆沼・内沼クリーン
キャンペーン

8：30～10：30
雨天時22日（日）

宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリ
センター前他

公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼
環境保全財団 （33）2216

細倉マインパークスプリング
コンサート

17：00～18：00
申し込み：20日まで 細倉マインパーク 細倉マインパーク

（55）3215

栗駒山麓ジオパーク
学術研究等奨励事業成果報告会 13：30～16：30 志波姫この花さくや姫プラザ 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

❶

❷

❸

❹

献立作成者

　栗原栄養士会は、食生活の改善を通じた市民の健康づくり
と、栄養士の資質向上を目的に活動しています。
　今年度は、健康や福祉について考える交流イベント「くりは
ら結びフェスタ」にブースを設け、どの年代にも必要な栄養素
の１つ「カルシウム」の啓発活動を実施しました。
　「カルシウムは取りたいけれど、牛乳は苦手」、「塩分は気に
しているけどカルシウムは気にしていなかった」など、皆さん
の悩みはさまざま。カルシウム自己チェック表を使って日頃の
カルシウム摂取量を確認し、悩みに応じた丁寧なアドバイスを
しました。
　今後も、皆さんの健康づくりに貢献できるよう、活動を続け
ていきます。

栗原栄養士会　菊地 愛利

※1人当たりの栄養価 ： 91kcal、たんぱく質3.8ｇ、塩分1.0ｇ

市民の健康づくりをサポート

３月

きく   ち     あい   り

大根と人参の塩きんぴら

ダイコンとニンジンは皮をむき、
長さ５センチメートル、幅５ミリ
メートル程度の細切りにする。
キヌサヤはヘタと筋を取り、斜め
に細切りにする。
フライパンにごま油を入れて熱
し、中火でニンジンを炒める。し
んなりとしてきたらダイコンを加
えてさらに炒める。
全体がしんなりとしたら、キヌサ
ヤ、ちりめんじゃこ、Ａを加え、汁
気がなくなるまで炒め合わせる。

つくり方材料（４人分）
ダイコン 400g
ニンジン 100g
キヌサヤ 8枚
ちりめんじゃこ 40g
ごま油 大さじ1
　　塩 小さじ1/4
　　みりん 大さじ2

ち    ば       た     み    こ

　花山小学校では伝統的に緑化活動に注力しており、現在でも
全校児童で校内の花壇整備に取り組んでいます。
　また、花山地区の豊かな自然を生かした体験学習も、特色の
１つです。１年生は森林科学館で自然に親しみ、４年生は地域
コーディネーターの案内で一桧山で自然観察学習を、６年生
は、国立花山青少年自然の家と連携した「セカンドスクール」で
沢登りや岩石標本作りを企画し、全校児童のリーダーとして活
躍しました。これらの体験活動は「花山小学校協働教育推進委
員会」の支援で成り立っており、この他にも林業体験やハタケ
シメジの栽培など多岐にわたります。
　本校は、地域や家庭と密に連携し、ふるさとを愛する豊かな
心を育んでいます。

ふるさとを愛する心を育む

Ａ

ポイント ちりめんじゃこの代わりに、ちくわやツナ缶を入れても良いです。

　鶯沢子育て支援センターでは、３月
１０日（火）に「お楽しみ会」を行いま
す。１年間の思い出を振り返りなが
ら、みんなで楽しく歌を歌ったり、触
れ合い遊びをします。ぜひ、遊びに来
てください。

お楽しみ会

　１月２１日（水）に、鬼のお面作りをしました。
参加した家族は「どんな顔にしようかな」、「毛糸の
髪の毛かわいいね」などと話しながら、楽しそうに
作っていました。鬼のお面は、どれもかわいらし
く、色とりどりに仕上がりました。

つくってあそぼう
金成子育て支援センター

センターからの連絡帳
　各支援センターでは、施設内の消毒や手
洗いなどの感染防止対策を徹底しています。
　家庭でも感染防
止対策をしっかり
と行い、みんなで
元 気 に 支 援 セ ン
ターへ遊びに来て
ください。

家庭児童相談室
　育児・家庭環境・虐待など、家庭相談員
が電話や面接で相談に応じます。
●日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前８時３０分～午後 5 時１５分
●場所　市役所１階
　　　　市民生活部こども家庭センター
　　　　☎（２２）２３６０

●おはなし会
　築　館　１９日（木）　午前１０時３０分
●お別れ会
　若　柳　２３日（月）　午前１０時３０分　　１３日（金）
　栗　駒　１３日（金）　午前１０時３０分　　　６日（金）
　高清水　１７日（火）　午前１１時　　　　　１０日（火）
　一　迫　１７日（火）　午前１０時３０分　　　６日（金）
　瀬　峰　１９日（木）　午前１０時３０分　　１３日（金）
　金　成　１８日（水）　午前１０時３０分　　　６日（金）
　志波姫　１８日（水）　午前１０時３０分　　　６日（金）
●お楽しみ会
　鶯　沢　１０日（火）　午前１０時３０分　　　３日（火）

記号の説明 申込期限申

申

申

申

申

申

申

申

申

いっ  ぴつ  やま

食生活改善推進員 花山分会  千　 多美子

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト花山小学校

ア ル バ ム
思い出の
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※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

栗原の魅力を深掘りし、伝え広める学術研究等奨励事業
　栗駒山麓ジオパークでは、栗原の魅力をより深く、そして広く知ってもらおうと、研究者と協力
して資源を発掘し、調査しています。この取り組みを紹介します。

●学術研究等奨励事業とは
　市内には、栗駒山を源とする
３本の迫川が流れ、火山活動や
川の働きによって、多様な地形
や地質が形づくられてきまし
た。そして、そこに生態系や文
化が成り立っています。
　栗駒山麓ジオパークでは、こ
れらを資源とした教育活動や観
光事業に取り組んでいます。そ
して、新たな資源の発掘と学術
的価値を見いだすことを目的に、
エリア内で研究活動を行う研究
者に調査費を助成しています。
●栗原の資源を発掘
　栗原には、いつ、どのように
つくられた地形・地質なのか、
先人たちはそれらとどのように
向き合い、今を生きる私たちの
生活にどのような影響を与えた
のかなど、まだ解明されていな
いことがあります。

　研究者は、こうした謎を解明
するため、日々丹念な調査を
行っています。その中での新た
に判明した事実は学術的に価値
となり、栗原にとっての新しい
資源にもなります。
　また、研究によって見いださ
れた資源の活用法を探ることも
重要です。栗駒山麓ジオパーク
では、これからも研究者と連携
しながら、資源の重要性や新し
い価値を見いだし、調査・研究
で得られた成果を伝える活動を
していきます。
●価値を生かす
　これまでの研究成果は、栗駒
山麓ジオパークビジターセン
ターの展示内容や教育活動、ジ
オガイドの解説などに生かされ
ています。例えば、川の働きな
ど を 学 べ る 実 験 装 置「エ ム リ
バー」の活用法の研究成果は、

川での土砂の侵食・運搬・堆積
について実験を通して学ぶ学習
の素材になっています。
　栗原には、謎に包まれた資源
がまだまだ眠っています。も
し、身近で気になる「何か」があ
ればジオパーク推進室に、相談
してください。

▲エムリバーを使った学習の様子

▲荒砥沢地すべり地の見学の様子

フェイスウォッシュ・ネクロマンシー
栗原 知子 著　筑摩書房

　息子の不登校に悩む４０代の「私」。美
容品を扱う店でテスターを使用した日か
ら、祖母の霊を降ろせるようになってし
まった。掃除に打ち込む「私」の傍らで、
祖母は何をどう感じているのか。第４１
回太宰治賞受賞作。著者は栗原市出身。

カタッポ
大原 悦子 文、山村 浩二 絵　福音館書店
　カタッポとは、片方だけ落とされたて
ぶくろのこと。いろいろなカタッポたち
が、駅長室の落とし物箱に入れられてい
ました。ある夜、箱を整理すると聞いた
カタッポたちは、みんなで脱出して、持
ち主を探しにいくことに…。

くり   はら     とも    こ

おお  はら    えつ   こ                    やま むら    こう   じ

令和７年度栗駒山麓ジオパーク学術研究等奨励事業成果報告会
　栗駒山麓ジオパークについて、最新の研究成果を発表する
報告会を開催します。ぜひお越しください。
●日　　時　３月１１日（水）　午後１時３０分～４時３０分
●場　　所　志波姫この花さくや姫プラザ
●内　　容　□荒砥沢地すべりの変動実態
　　　　　　□伊豆沼・内沼周辺の地形
　　　　　　□伊豆野堰のジオツアープログラム
　　　　　　□高齢者・障害者向け観光の可能性
　　　　　　□文化・民族遺産の整理と観光への活用
※オンライン配信も行います。オンラインでの観覧は事前申し込み制です。
　詳しくは、ウェブサイトで確認してください。 ▲昨年度の報告会の様子

マスコットキャラクターが決定
　本校の魅力を発信し、より親しみをもってもらえるよう、
生徒の発案でマスコットキャラクター制作を進めてきました。
　生徒と教職員からアイデアを募り、４０点ほどの作品が
寄せられ、その中から執行部で３点に絞りました。文化祭
で来校者の皆さんや生徒、教職員による投票を行った結果

「いわはなちゃん」と「まなぶくん」が、わずか1票の差に。
その結果を受け、昨年の秋の生徒総会で、２体ともマス
コットキャラクターとして採用することが決まりました。
　校章と学校の花である柏の葉と、はなみずきをモチーフ
にした「いわはなちゃん」は、生徒の学びと挑戦をそっと見
守る妖精です。「まなぶくん」は新しい制服と校章からヒン
トを得て、マナーを大切にしながら行動する生徒の手本を
イメージしました。どちらも穏やかで、学び続ける情熱を
秘めた本校の生徒にぴったりです。
　これからもこのマスコットキャラクターと共に、地域に
愛され続ける学校を目指します。

岩ヶ崎高等学校

▲まなぶくん

▲いわはなちゃん

岩ヶ崎高等学校
ウェブサイト

●インターネットや電話で貸出期間を延長
　市立図書館蔵書検索サイトで、図書
館資料の貸出期間を延長できるように
なりました。また、市立図書館と各地
区図書室の窓口や電話でも、開館時間
内であれば、貸出期間を延長できます。
延長日数　申し込み当日から２週間
延長回数　１資料につき１回まで
延長できない資料　
□予約が入っている資料
□返却期限が過ぎている資料
□他の図書館からの借用資料

　図書館１階にある情報交換プラザは、個
人やグループの作品展示スペースとして、
無料で利用できます。作品の展示を希望す
る人は、図書館まで問い合わせください。

情報交換プラザ展示ぜき

112

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の
場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本
お知らせ
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催
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。
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さ
て
、
今
年
度
は
栗
原
市
誕

生
20
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
記

念
事
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さ
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ま
し
た
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先
日
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宝
島
社
が
出
版
す
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「
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舎
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年
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。

　
伐
採
計
画
と
今
後
の
予
定
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
市
内
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採
希
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月

26
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現
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）

□
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3
6
4
4
本

□
栗
の
木
　
3
3
8
3
本

□
そ
の
他
の
木
　
1
2
7
1
本

●
伐
採
す
る
順
番

□
ク
マ
を
誘
引
す
る
可
能
性
が

高
い
、
柿
の
木
を
優
先
し
て

伐
採
し
ま
す
。

□
栗
や
そ
の
他
の
樹
木
の
伐
採

は
、
令
和
８
年
度
以
降
に
計

画
し
ま
す
。

●
令
和
７
年
度
の
予
定

①
市
内
で
も
特
に
ク
マ
の
目
撃
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駒
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区
、一
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、
鶯
沢
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区
、
金
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地
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花
山
地
区
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一
部
行

政
区
に
あ
る
柿
の
木
2
7
0

本
を
、
3
月
27
日（
金
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で

に
伐
採
し
ま
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②
①
以
外
の
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あ
る
柿
の

木
3
3
7
4
本
の
所
在
地
な

ど
を
、
3
月
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金
）ま
で

に
調
査
し
ま
す
。
　

●
令
和
８
年
度
の
予
定

□
令
和
7
年
度
中
に
調
査
し
た

柿
の
木
3
3
7
4
本
を
伐
採

し
ま
す
。

□
市
内
全
域
の
栗
の
木
3
3
8
3

　
本
の
所
在
地
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

※
栗
の
木
や
そ
の
他
の
木
の
伐
採
時
期

な
ど
は
、
今
後
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
3
6

軽
自
動
車
の
廃
車
手

続
き
は
お
早
め
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
軽
自
動
車
や
原
動
機
付

自
転
車
、
農
耕
用
作
業
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
手
放
し
た
車
両
の
廃
車
や
名
義

変
更
手
続
き
を
し
な
い
と
、
令
和

８
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
現
在
の

名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月

１
日（
水
）ま
で
に
、
次
の
窓
口
で

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

廃
車
手
続
き
窓
口

●
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

□
原
動
機
付
自
転
車（
排
気
量

1
2
5
㏄
以
下
、
定
格
出
力

１
・
０
kw
以
下
）

□
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用
、

そ
の
他
）

●
軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
城
主
管

事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０

□
軽
自
動
車（
三
輪
、
四
輪
）

●
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

☎
０
2
2（
2
3
5
）2
5
1
7

□
二
輪
の
軽
自
動
車（
排
気
量

2
5
0
㏄
以
下
）

□
二
輪
の
小
型
自
動
車（
排
気

量
2
5
０
㏄
超
）

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

春
の
火
災
予
防
運
動

　
３
月
７
日（
土
）ま
で
、
春
の
火

災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
火
災
に

対
す
る
備
え
を
再
確
認
し
、
大
切

な
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る

４
つ
の
習
慣

□
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

　
高
清
水
地
区
に
あ
る
経
ケ
崎
遺

跡
は
、
高
清
水
総
合
支
所
か
ら
西

に
約
1
・
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
、
標
高
約
35
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵

上
に
位
置
す
る
、縄
文
時
代
、古
墳

時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
複
合

遺
跡
で
、
主
に
奈
良
〜
平
安
時
代

の
集
落
跡
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
度
に
、
当
時
の
町
道

鳴
子
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
を
行
い
、
そ
れ
以
降
、
複
数

の
地
点
で
開
発
工
事
に
伴
う
確
認

調
査
※
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

で
は
、
奈
良
時
代
後
半
頃
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
建
物
跡
を
複

数
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
度
に
行
っ
た
調
査
の

範
囲
は
、長
さ
約
1・
5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
幅
約
15
メ
ー
ト
ル
と
細
長

い
も
の
で
、
現
在
の
遺
跡
範
囲
内

を
横
断
す
る
位
置
に
当
た
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
竪
穴
建
物
跡
12
軒

と
、
溝
跡
、
土
坑
な
ど
を
発
見
し

ま
し
た
。
建
物
跡
の
中
に
は
、
雨

水
が
建
物
内
に
流
れ
込
む
の
を
防

ぐ
た
め
に
、
建
物
の
周
囲
に
溝
を

巡
ら
せ
た
も
の
や
、
建
物
内
部
か

ら
外
へ
排
水
す
る
た
め
の
溝
を
持

つ
も
の
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

建
物
跡
は
、
2
、
3
軒
の
ま
と
ま

り
で
、
お
お
よ
そ
2
0
0
メ
ー
ト

ル
の
間
隔
を
空
け
て
分
布
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
遺
跡
の
東
端
で
開

発
工
事
に
伴
う
確
認
調
査
を
行
い
、

南
北
約
75
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
45

メ
ー
ト
ル
の
調
査
範
囲
の
中
で
、

古
代
の
竪
穴
建
物
跡
を
9
軒
確
認

し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
成
果
が
、

建
物
の
分
布
状
況
を
考
え
る
上
で

の
資
料
と
な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ

の
建
物
の
時
代
や
時
期
に
つ
い
て
、

出
土
し
た
土
器
な
ど
か
ら
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

※
遺
構
の
有
無
を
確
認
す
る
調
査

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

□
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

□
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
、
火

の
そ
ば
を
離
れ
な
い

□
コ
ン
セ
ン
ト
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
、

約
10
年
で
す
。
設
置
時
期
を
確
認

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
の

交
換
や
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
火
災
警
報

器
は
、電
池
が
切
れ
る
前
に
ブ
ザ
ー

や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
定
期

的
な
点
検
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
交
換
や
点
検
は
、
高
所

で
の
作
業
と
な
る
た
め
、
転
倒
や

落
下
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

R
S
ウ
イ
ル
ス

（
母
子
免
疫
）ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
開
始
 

　
４
月
か
ら
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス（
母

子
免
疫
）ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
す

る
の
で
、
忘
れ
ず
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
　
妊
娠
28
週
〜
36
週
の
人

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

各
種
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か
 

　
次
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

第
２
期

□
対
象
　
小
学
校
就
学
前（
幼

稚
園
年
長
）の
子
ど
も

●
混
合
ワ
ク
チ
ン（
破
傷
風
、
ジ

フ
テ
リ
ア
）第
２
期

□
対
象
　
小
学
校
６
年
生
の
児
童

●
高
齢
者
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

□
対
象
　
任
意
予
防
接
種
費
用

助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
、

令
和
7
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、1
0
0
歳
以
上
に
な
っ

た（
な
る
）人

●
接
種
期
限
　
３
月
31
日（
火
）

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
開
始
 

　
子
ど
も
の
成
長
と
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
、
毎
月
一
定
時
間
ま
で
、

子
ど
も
を
保
育
所
な
ど
の
施
設
に

通
わ
せ
ら
れ
る
新
し
い
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

●
開
始
日
　
４
月
１
日（
水
）

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

子
ど
も
が
対
象
で
す
。

□
市
内
に
住
所
が
あ
る

□
生
後
６
ヵ
月
か
ら
３
歳
未
満

□
保
育
所
な
ど
の
施
設
に
在
籍

し
て
い
な
い
こ
と

●
利
用
可
能
時
間
　
子
ど
も
1
人

に
つ
き
月
10
時
間
ま
で

●
実
施
施
設
　
築
館
保
育
所

●
預
か
り
可
能
時
間
　
月
曜
日
〜

金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午

●
料
金
　
１
時
間
当
た
り
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

※警報音はメーカーや製品により異なります。

正常をお知らせするメッセージ
または火災警報音が鳴ります。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

▲温もりあふれるつるし飾り

き
ょ
う
　 が
　  さ
き

247 市
内
の
文
化
財
散
策

経
ケ
崎
遺
跡

▲今年度の調査で確認した竪穴建物跡
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ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

協
力
施
設
を
募
集

　
市
で
は
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康

被
害
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
冷

房
設
備
が
あ
り
、
市
民
な
ど
が
涼

め
る
場
所
と
し
て
開
放
で
き
る
施

設
を
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

（
指
定
暑
熱
避
難
施
設
）に
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
開
放

で
き
る
、
民
間
の
協
力
施
設
を
募

集
し
ま
す
。

●
施
設
開
放
の
条
件
　
熱
中
症
特

別
警
戒
情
報（
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
）が
発
表
さ
れ
た

場
合
に
、
開
放
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
曜
日
や
時
間
帯
は
、
各

施
設
で
決
定
で
き
ま
す
。

●
開
放
期
間
　
毎
年
４
月
第
４
水

曜
日
〜
10
月
第
４
水
曜
日

※

令
和
８
年
度
は
、
４
月
22
日（
水
）〜
10

月
28
日（
水
）

●
応
募
条
件
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
施
設

□
施
設
の
開
放
可
能
な
曜
日
と

時
間
帯
を
定
め
ら
れ
る
こ
と

□
冷
房
設
備
を
適
切
に
管
理
・

運
用
で
き
る
こ
と

□
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
利

用
者
が
着
席
し
て
休
憩
・
滞

在
で
き
る
よ
う
、
椅
子
や
ベ

ン
チ
な
ど
の
数
に
応
じ
て
、

お
お
む
ね
５
人
以
上
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と

□
施
設
情
報（
名
称
、
所
在
地
、

電
話
番
号
、
受
け
入
れ
可
能

人
数
、
開
放
可
能
曜
日
・
時

間
帯
な
ど
）の
公
表
に
同
意

で
き
る
こ
と

□
市
指
定
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

掲
示
物
を
掲
示
で
き
る
こ
と

●
申
し
込
み
　
応
募
用
紙
兼
同
意

書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

問
い
合
わ
せ
先
に
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

　
〒
９
８
７-
２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）３
３
５
０

　
　
フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
５
０

kankyo@kuriharacity.jp

ご
み
を
出
す
前
に

も
う
一
度
確
認
を

 

　
中
身
が
残
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な

ど
を
そ
の
ま
ま
ご
み
集
積
場
に
出

す
と
、
ご
み
収
集
車
や
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
の
引
火
・
破
損
事
故

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
命
に
関
わ
る
大
事
故

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
な
ど
を
処
分
す
る
際
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
適
切
な
処

理
を
し
て
か
ら
ご
み
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
中
身
の
有
無
を
確
認
す
る

　
　
缶
な
ど
を
手
で
振
り
、
中
の

音
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
中
身

　
が
残
っ
て
い
る
と「
シ
ャ
カ
シ
ャ

　
カ
」、「
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
」な
ど
と

音
が
し
ま
す
。

●
使
い
切
っ
て
い
な
い
場
合
は
中

身
を
出
す

□
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず

火
気
の
な
い
風
通
し
の
良
い

屋
外
で「
シ
ュ
ー
」と
い
う
音

が
し
な
く
な
る
ま
で
、
ノ
ズ

ル
を
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
の
硬
い
も
の
に
押
し
付
け

て
く
だ
さ
い
。

□
塗
料
は
、
周
囲
へ
の
飛
散
に

注
意
し
、
新
聞
紙
な
ど
に
吹

き
付
け
て
中
身
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

□
ラ
イ
タ
ー
は
、輪
ゴ
ム
や
テ
ー

　
プ
で
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下

げ
た
状
態
で
半
日
か
ら
一
日

固
定
し
、
中
身
を
出
し
切
っ

て
か
ら
燃
や
せ
な
い
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
穴
を
開
け
て
か
ら
ご
み
に
出
す

　
　
使
い
切
っ
た
後
の
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
市
販
の
専
用

工
具
で
側
面
か
底
部
に
穴
を
開

け
て
か
ら
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
ハ
ン
マ
ー
な
ど
で
直

接
た
た
い
て
穴
を
開
け
る
の
は

大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
運
営
を
実
施

　
４
月
１
日（
水
）か
ら
、
次
の
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
施
設
の
利
用
方

法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
施
設
の
名
称
　
若
柳
大
岡
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
指
定
管
理
者
　
大
岡
地
区
コ
ミュ

　
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

●
指
定
期
間
　
４
月
１
日
〜
令
和

11
年
３
月
31
日
　
　
　

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）1
1
6
4

空
き
家
の
管
理
は
適
切
に

　
栗
原
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基

づ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
な
ど
の
所
有
者
に
対

し
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
な
ど
の
管
理
は
、
所
有

者
や
管
理
者
の
責
務
で
す
。
万
が

一
、
第
三
者
へ
の
被
害
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
所
有
者
な
ど
が
責
任

を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

修
繕
や
解
体
、
敷
地
内
の
除
草
な

ど
、適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

栗
原
市
空
家
等
対
策
計
画
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
建
設
部
都
市
計
画
課

☎（
22
）１
１
５
４

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

就
学
援
助
費
支
給
制
度

　
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
、
学
用
品
費
や
校
外
学
習
活
動

費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

令
和
８
年
度
に
小
・
中
学
校
お

よ
び
義
務
教
育
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

生
活
保
護
に
準
じ
る
程
度
に
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
人

●
助
成
内
容
　
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

の
一
部

●
申
し
込
み
　
３
月
31
日（
火
）ま

で
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
令
和
７
年
中

の
収
入
額
が
確
認
で
き
る
資
料

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
学
校
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
２

第
 27
回
白
鳥
省
吾
賞

受
賞
作
品
決
定

　
大
正･

昭
和
期
に
活
躍
し
た
築

館
地
区
出
身
の
詩
人
、
白
鳥
省
吾

の
功
績
を
顕
彰
す
る
、
第
27
回
白

鳥
省
吾
賞
の
受
賞
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。
全
て
の
審
査
結
果
お
よ

び
受
賞
作
の
全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
査
結
果
　
※
敬
称
略

●
一
般（
高
校
生
以
上
）の
部

　【
最
優
秀
賞
】

　「
手
の
ひ
ら
の
森
」

　
髙
岡 

奈
央

　【
優
秀
賞
】

　「
つ
む
じ
」

　
三
刀
月
　ユ
キ（
京
都
府
京
都
市
）

　「
一
輪
の
黄
色
い
バ
ラ
」

　
田
宮
　ケ
ン
ジ
ロ
ウ（
亘
理
郡
亘

理
町
）

　【
ふ
る
さ
と
賞
】

　「
生
き
る
」

　
熊
井
　桃
子（
栗
原
市
）

　【
審
査
員
奨
励
賞
】

　「
オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
」

　
坂
本
　ノ
ビ
ル

　「
授
乳
」

　
小
田
　早
紀（
北
海
道
札
幌
市
）

　「
刑
務
官
の
詩
」

　
塚
本
　正
治（
大
阪
府
大
阪
市
）

●
小
･
中
学
生
の
部

　【
最
優
秀
賞
】

　「
せ
い
め
い
」

　
林
　倖
盟（
栗
原
市
／
築
館
小
学

校
１
年
）

　【
優
秀
賞
】

　「
帰
ろ
」

　
畑
　美
明（
愛
知
県
／
豊
田
市
立

浄
水
北
小
学
校
４
年
）

　「
お
盆
の
夜
」

　
樋
口
　未
早
喜（
愛
知
県
／
岡
崎

市
立
竜
海
中
学
校
１
年
）

　【
特
別
賞
】

　「
そ
れ
で
も
」

　
出
島
　せ
い
な（
大
阪
府
／
大
阪

教
育
大
学
附
属
天
王
寺
中
学
校

２
年
）

　「
灰
汁
」

　
今
村
　藍
佳（
広
島
県
／
福
山
市

立
城
東
中
学
校
３
年
）

　「
季
節
の
あ
る
が
け
」

　
恒
川
　莉
吾
武（
神
奈
川
県
／
横

浜
市
立
北
方
小
学
校
３
年
）

　【
審
査
員
奨
励
賞
】

　「
心
」

　
高
橋
　七
乃
香（
神
奈
川
県
／
相

模
原
市
立
谷
口
中
学
校
３
年
）

　「
雨
の
日
の
教
室
」

　
武
田
　望
愛（
栗
原
市
／
高
清
水

小
学
校
６
年
）

※

授
与
品
の
発
送
を
も
っ
て
表
彰
と
し

ま
す
。

企
画
展「
第
27
回
白
鳥
省
吾
賞

受
賞
作
品
展
」開
催

　
受
賞
作
品
の
原
稿
や
、
審
査
員

の
選
評
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
６
日（
金
）〜
８
月

30
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
白
鳥
省
吾
記
念
館

●
入
場
料

　
□
一
般
　
　
　
　
　
2
1
0
円

□
小
・
中
高
生
　
　
１
１
０
円

※

未
就
学
児
無
料

※

く
り
は
ら
グ
リ
ー
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の

提
示
で
、
小
・
中
学
生
は
無
料

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
も

休
館

　
白
鳥
省
吾
記
念
館

☎（
23
）７
９
６
７

有
機
肥
料
を
無
料
で

配
達
し
ま
す

　
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
し
尿

処
理
後
の
汚
泥
か
ら
、
水
分
を
取

り
除
き
、
肥
料
と
し
て
市
内
の
皆

さ
ん
へ
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、配
達

を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ

先
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

２
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
で
配
達
し
ま
す
。

　
栗
原
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎（
33
）２
３
０
１

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

民
俗
資
料
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
栗
原
の
民
具
を
知
ろ
う
〜

　
人
々
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
道

具「
民
俗
資
料
」に
つ
い
て
、
専
門

家
に
よ
る
講
話
と
、
資
料
観
察
や

撮
影
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
７
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
東
北
歴
史
博
物
館
の
研

究
員

●
対
象
　
市
内
に
居
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

●
定
員
　
40
人
　
※
先
着
順

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
３
月
５
日（
木
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎
（
42
）3
5
1
5

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す
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栗
原
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
報
告
会

　
市
内
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。
隊
員
た
ち
と
交
流
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
14
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

映
画
上
映
会
開
催

　
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
て
、

県
内
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
た
映
画

「
ぼ
く
が
生
き
て
る
、
ふ
た
つ
の

世
界
」を
上
映
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
15
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分

※
午
後
１
時
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料

前
売
券

□
一
般
、大
学
生
　
１
２
０
０
円

当
日
券

□
一
般
　
　
　
　
１
５
０
０
円

□
大
学
生
　
　
　
１
３
０
０
円

□
小
・
中
学
生
、
高
校
生

８
０
０
円

※

未
就
学
児
は
無
料

※

小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
当
日
券
の
み

販
売
し
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
栗
原
文
化
会
館
、
若
柳

ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
、
栗
原
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

　
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
23
）８
０
７
０

栗
原
市
公
式
L
I
N
E

　
市
で
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
防
災
情
報
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

 

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
友
だ
ち
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
機
能

●
３
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー　
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
の
知
り
た
い
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
欲
し
い
情
報
を
選
ん
で
受
信

　
　
受
信
設
定
を
行
う
こ
と
で
、

受
け
取
り
た
い
分
野
の
情
報
を

選
ん
で
受
信
で
き
ま
す
。

●
通
報
機
能
　
道
路
や
防
犯
灯
の

異
常
、
鳥
獣
の
目
撃
情
報
、
犬

猫
な
ど
の
死
骸
の
発
見
場
所
な

ど
を
位
置
情
報
と
写
真
を
添
付

し
、
市
に
連
絡
で
き
ま
す
。

●
ご
み
の
分
別
検
索
　
ト
ー
ク
画

面
で
、
捨
て
た
い
物
の
名
称
を

入
力
・
送
信
す
る
と
、
ご
み
の

種
別
や
分
別
方
法
が
自
動
返
信

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ご
と

の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
随
時
配

信
し
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
Ｉ
Ｄ
検
索
で

「
＠
ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｔｙ
」

と
入
力
し
て
検
索
す
る
か
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
、

友
だ
ち
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
募
集

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

募
集
を
行
い
ま
す
。
本
人
か
ら
の

応
募
ま
た
は
、
個
人
や
団
体
か
ら

の
推
薦
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
募
集
人
数
　

□
農
業
委
員
　
24
人

□
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
22
人

●
任
期
　
７
月
24
日
〜
令
和
11
年

７
月
23
日

●
応
募
期
限
　
４
月
15
日（
水
）

●
推
薦
・
応
募
方
法
　
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
、
総
合
支
所

に
備
え
付
け
の
様
式
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
問
い
合
わ

せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

推
薦
お
よ
び
応
募
資
格
、
報
酬
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
42
）１
２
３
９

定
期
救
命
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
15
日（
日
）  

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
消
防
庁
舎

●
内
容
　
応
急
手
当
の
必
要
性
や
、

心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
の
使
い

方
、
止
血
方
法
や
の
ど
を
詰
ま

ら
せ
た
と
き
の
処
置
方
法
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習

●
対
象
　
市
内
に
居
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

●
定
員
　
10
人
　

※

先
着
順

●
費
用　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
込
期
間
　
３
月
２
日（
月
）〜

10
日（
火
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
応
急
手
当
講
習
受

講
申
請
書
　
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
警
防
課

☎（
22
）８
５
１
０

広
報
紙
・ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

有
料
広
告
掲
載
代
理
店

募
集

　
市
で
は
、
自
主
財
源
確
保
の
た

め
に
、広
報
紙
と
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
広
告
掲
載
に
関
す
る
業
務
を
行

う
、
広
告
掲
載
代
理
店
を
募
集
し

ま
す
。

●
広
告
掲
載
代
理
店
の
主
な
役
割

　
　
市
が
売
却
し
た
広
告
枠
を
広

告
主
に
売
り
、
広
告
主
の
広
告

を
作
っ
て
市
に
納
品
し
ま
す
。

●
売
却
広
告
枠
の
掲
載
期
間

□
広
報
紙
　
５
月
１
日
号
〜
令

和
9
年
４
月
１
日
号

□
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
５
月
１
日
〜

　
　
令
和
9
年
４
月
30
日

●
売
却
方
法
　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札

※

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

●
広
告
枠
最
低
売
却
価
格

１
５
７
万
５
千
円

●
入
札
参
加
申
込
期
限
　
３
月
６

日（
金
）　
午
後
５
時
15
分

●
申
し
込
み
　
市
政
情
報
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
、
誓
約
書

　
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
17
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
８
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
12
戸

●
申
し
込
み
　
入
居
条
件
な
ど
詳

し
く
は
、
建
築
住
宅
課
に
問
い

合
わ
せ
の
上
、
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年１月末現在、（　）は前月比

●　59,038人（△109）
　　男：28,830人（△44）  女：30,208人（△65）

●　24,654世帯（△25）
●　 21人 ●　131人
●　64人 ●　  63人

 ３月31 日（火）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

総務部管財課
 ☎（２２）１１１６

12月16日（火）

12月26日（金）
１月　6日（火）

一般寄付
●石野　史敏　様

●髙橋　かおる 様
●在京一迫会 様

白鳥省吾の歌の屏風　１隻
白鳥省吾の掛軸（追悼歌、古民謡）　２幅

白鳥省吾の短冊　１枚
作者不明の墨跡　３点
作者不明の短冊　４枚

一金　10，0００円
一金　100，0００円

いし　の　　 ふみ  とし

たか  はし

後期高齢者医療保険料（第９期）

市民生活部健康推進課  ☎（２２）０３７０

市公式ＬＩＮＥ
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退
職（
失
業
）に
よ
る

特
例
免
除
制
度

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

が
退
職（
失
業
）す
る
と
、
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、
申

請
に
よ
っ
て
納
付
の
免
除
・
猶
予

を
受
け
ら
れ
る
制
度(

特
例
免
除)

が
あ
り
ま
す
。

　
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
と
配
偶

者
、
世
帯
主
が
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と

な
る
退
職（
失
業
）者
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
制
度
の
対
象
期
間
は
、

退
職（
失
業
）し
た
月
の
前
月
か
ら

翌
々
年
の
６
月
ま
で
で
、
年
度
ご

と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
の
、

失
業
の
事
実
が
確
認
で
き
る
公
的

機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
の
写
し

が
必
要
で
す
。
申
請
書
類
に
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
、

転
居
し
た
際
は
手
続
き
を

自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡

　
所
有
す
る
自
動
車
を
使
わ
な
く

な
っ
た
場
合
や
、
他
人
に
譲
渡
し

た
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
所
管

の
運
輸
支
局
で
抹
消
ま
た
は
、
名

義
変
更
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
と
、
現
在
の

名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
所
有
者
の
転
居

　
転
居
し
た
際
は
、
３
月
末
ま
で

に
所
管
の
運
輸
支
局
で
、
車
検
証

の
住
所
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
末
ま
で
に
運
輸
支
局
で
の

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
県

税
事
務
所
へ
の
連
絡
ま
た
は
、
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
電
子
申
請

に
よ
り
、
住
所
変
更
の
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い

と
、
納
税
通
知
書
が
旧
住
所
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　　
宮
城
県
北
部
県
税
事
務
所
課
税

第
一
班

☎
０
２
２
９（
91
）０
７
０
５

旧
優
生
保
護
法
補
償
金

等
の
受
付
・
相
談

　
県
で
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基

づ
く
優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
人

を
対
象
に
、
国
に
対
す
る
補
償
金

な
ど
の
請
求
受
付
や
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

●
請
求
・
相
談
受
付

　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　※

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

●
相
談
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

面
談
、
メ
ー
ル
、
郵
送

※
面
談
相
談
の
み
、
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

●
相
談
方
法
ご
と
の
連
絡
先

　
電
話
相
談
・
面
談
予
約

　
　
☎
０
２
２（
211
）２
３
２
２

　フ
ァ
ク
ス
相
談

　
　
　
０
２
２（
211
）2
5
9
1

　
メ
ー
ル
相
談

      

　kosodates@pref.m
iyagi.

lg.jp 

　
郵
送
相
談

　
〒
９
８
0-

8
５
７
０

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８

番
１
号

　
宮
城
県
保
健
福
祉
部
子
育
て
社

会
推
進
課
内
旧
優
生
保
護
法
補

償
金
等
受
付
・
相
談
窓
口

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
宮
城
県
保
健
福
祉
部
子
育
て
社

会
推
進
課
受
付
・
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル　☎

０
２
２（
211
）２
３
２
２

第
 64
回
伊
豆
沼
・
内
沼

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
伊
豆
沼
・
内
沼
の
美
し
い
湖
沼

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
20
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

※

雨
天
時
は
、
３
月
22
日（
日
）に
延
期

●
集
合
場
所

□
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
前

□
栗
原
市
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ

ン
タ
ー
つ
き
だ
て
館
前

□
登
米
市
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
前

●
持
ち
物
　
作
業
し
や
す
い
服
装
、

長
靴
、
軍
手
、
火
ば
さ
み
、
雨

具
な
ど

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
伊
豆
沼
・

　
内
沼
環
境
保
全
財
団

☎（
33
）２
２
１
６

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

栗
原
市
民
公
開
講
座

　
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
保
険
の

利
用
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
介
護
保
険
の
制
度
内
容
を
学
ぶ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
７
日（
土
）

午
後
２
時
〜

※

午
後
１
時
15
分
開
場

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
内
容

□
講
座
　「
も
っ
と
知
り
た
い

介
護
保
険
の
こ
と
」

□
講
師
　
宮
城
県
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
協
会
栗
原
支
部

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

　
栗
原
市
医
師
会☎（

22
）２
１
３
５

築
館
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
講
演
会

　
築
館
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
で
は
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
市
内
ど
の
地
区
に
居
住
す

る
人
で
も
入
場
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
８
日（
日
）

　
午
後
１
時
20
分
〜

※

午
後
０
時
50
分
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容

□
第
１
部
　
家
庭
や
地
域
を
守

る
安
全
講
話
〜
特
殊
詐
欺
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
　
不

審
に
感
じ
た
ら「
♯
９
１
１

０
番
」〜

□
第
２
部
　
築
館
地
区
商
店
街

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告

□
第
３
部
　
劇
団
と
も
え
座
梢

巴
流
公
演

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

　
築
館
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
　
　
☎（
22
）１
１
１
１

令
和
８
年
度
自
衛
官
等
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
人

●
受
付
期
限
　
通
年
募
集

●
試
験
日
　
受
け
付
け
時
に
通
知

し
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補

●
応
募
資
格

□
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）
　

　
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
人

□
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

　
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技

能
に
応
じ
て
年
齢
上
限
が
53

歳
か
ら
55
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
限
　
３
月
30
日（
月
）

●
試
験
日
　
４
月
１
日（
水
）〜
19

日（
日
）

※

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
栗

原
地
域
事
務
所☎（

22
）４
２
９
９

携
帯
電
話
契
約
時
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
携
帯
電
話
の
買
い
替
え
時
に
、

断
っ
た
は
ず
の
オ
プ
シ
ョ
ン
や
、

不
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
が

付
い
て
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
契
約
時
は
、内
容
を
よ
く
確
認
し
、

毎
月
の
支
払
額
や
不
要
な
契
約
が

な
い
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
不
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
は

き
っ
ぱ
り
断
り
、
契
約
さ
せ
ら
れ

て
い
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
契
約
先

に
解
約
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
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県ウェブサイト

自動車税種別割
の納税義務者の

住所変更



広報くりはら　令和８年３月１日　　２８今月の表紙：市内で民話伝承を続ける人たち

　「華やかな衣装やメイクで、いつもと
は違う自分に変身できるのがダンスの魅
力」と話す、谷仲さん。栗原市と登米市
を中心に活動するフラダンスタヒチアン
ダンスチームL　KAHIのメンバーです。
　谷仲さんは、３年前、自身の転勤を機
に北海道から栗原へと引っ越してきまし
た。北海道で暮らしていた時に習い始め
たダンスを続けたいという思いから、１
年ほど前に現在のチームに加入。これま
で、市内外のさまざまなイベントに参加
しています。
　仕事と子育ての両立をしながらの練習
や衣装作りは、大変なことも多いと話す
谷仲さん。それでも、共に活動するメン
バーと協力しながら乗り越え、観客から
歓声や応援の言葉をもらえた時は、ダン
スをやっていて良かったと、心の底から
喜びが湧いてくると言います。
　「これからも練習を重ね、ダンスを通
じてたくさんの人に楽しさを届けたい」
と今後の目標を笑顔で語る、谷仲さん。
また、親子で活動するメンバーもいるた
め、いつか自分も娘と一緒に踊りたい、
と思いを膨らませています。

　「華やかな衣装やメイクで、いつもと
は違う自分に変身できるのがダンスの魅
力」と話す、谷仲さん。栗原市と登米市
を中心に活動するフラダンスタヒチアン
ダンスチームL　KAHIのメンバーです。
　谷仲さんは、３年前、自身の転勤を機
に北海道から栗原へと引っ越してきまし
た。北海道で暮らしていた時に習い始め
たダンスを続けたいという思いから、１
年ほど前に現在のチームに加入。これま
で、市内外のさまざまなイベントに参加
しています。
　仕事と子育ての両立をしながらの練習
や衣装作りは、大変なことも多いと話す
谷仲さん。それでも、共に活動するメン
バーと協力しながら乗り越え、観客から
歓声や応援の言葉をもらえた時は、ダン
スをやっていて良かったと、心の底から
喜びが湧いてくると言います。
　「これからも練習を重ね、ダンスを通
じてたくさんの人に楽しさを届けたい」
と今後の目標を笑顔で語る、谷仲さん。
また、親子で活動するメンバーもいるた
め、いつか自分も娘と一緒に踊りたい、
と思いを膨らませています。

ダンスで楽しさを届けたい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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谷仲　香　さん（志波姫南）
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